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料

膿

加
齢
に
伴
い
白
内
障
、
緑
内
障

次
回
（
5
月
1
。
）
は
補
聴
器
　
　
訂
駅
㍍

日
は
外
か
ら
の
情
報
の
8
割
を
得
る

と
さ
れ
る
大
切
な
感
埼
帯
だ
。
加
齢
に

伴
い
目
の
病
気
が
増
え
る
が
、
効
果
的

な
治
療
も
出
て
き
て
い
る
。

晩
売
新
聞
は
今
年
1
～
2
月
一
定

の
水
準
を
持
つ
日
本
眼
科
学
会
隈
定
の

研

修

館

菅

4

施

設

に

、

2

0

1

5
年
の
治
辟
実
績
な
ど
を
ア
ン
ケ
ー
ト

師
透
し
、
5
2
8
施
設
か
ら
回
答
を
得

た
（
回
収
率
5
3
”
望
。
一
覧
表
に
は
、

鵬
争
堪
手
術
が
年
間
1
2
0
件
以
上

の
蔑
設
（
骸
当
が
な
い
県
は
最
多
の
施

撃
を
多
い
順
に
、
白
内
障
、
緑
内
障

な
ど
の
手
術
件
数
を
掲
載
し
た
。

硝
子
体
手
術
は
、
糖
尿
病
が
進
行
し
、

日
の
奥
の
網
膜
周
辺
で
血
管
が
破
れ
出

血
し
た
「
糖
尿
病
網
膜
症
」
の
患
者
ら

に
行
う
。
こ
の
病
気
は
自
覚
症
状
が
表

れ
に
く
く
、
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
ら

眼
科
を
受
診
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

出
血
が
多
い
と
、
目
の
中
央
部
に
あ

る
ゼ
リ
1
状
の
硝
子
体
に
広
が
り
、
網

膜
に
届
く
光
が
遮
ら
れ
視
力
が
下
が

る
。
視
力
回
復
を
目
指
し
、
手
術
で
は

眼
球
に
細
い
3
本
の
菅
を
入
れ
、
血
や

濁
っ
た
硝
子
体
を
除
去
す
る
。
難
し
い

治
療
と
さ
れ
、
手
術
件
数
が
5
0
0
件

経
の
施
設
は
大
学
や
眼
科
の
専
門
医
療

機
関
が
8
割
を
占
め
た
。

白
内
障
は
、
目
の
表
面
近
く
に
あ
り

レ
ン
ズ
の
役
割
を
担
う
水
晶
体
が
濁
る

病
気
だ
。
水
晶
体
再
建
術
は
濁
っ
た
水

晶
体
を
人
工
レ
ン
ズ
に
置
き
換
え
る
手

術
。
年
1
人
n
U
n
琶
件
以
上
の
突
漕
T

3
0
施
設
近
く
あ
っ
た
。
主
流
の
手
術

は
、
ピ
ン
ト
を
1
か
所
に
合
わ
せ
る
人

工
レ
ン
ズ
を
噂
つ
方
法
。
ピ
ン
ト
を
遠

く
と
近
く
の
両
方
に
合
わ
せ
る
多
焦
点

レ
ン
ズ
を
啓
つ
方
琶
一
部
の
医
府

機
関
で
行
わ
れ
て
い
る
。

緑
内
障
は
目
の
内
側
か
ら
の
圧
力

（
眼
圧
）
が
高
士
吊
へ
視
神
経
が
傷
つ

き
視
野
が
欠
け
て
い
く
。
失
明
に
つ
な

が
り
や
す
く
、
目
燕
の
治
療
で
効
果
が

な
い
場
合
に
手
術
が
行
わ
れ
る
。
手
術

で
は
目
の
中
を
循
環
す
る
水
分
の
出
口

を
作
る
な
ど
し
て
流
れ
を
良
く
す
る
。

網
膜
剣
禦
の
弼
麒
据
膳
手
術
は
、

眼
球
の
外
側
か
ら
シ
リ
コ
ー
ン
を
押
し

つ
け
、
内
側
に
こ
へ
こ
ま
せ
て
剥
が
れ
た

網
膜
を
く
っ
つ
け
る
方
法
唱
年
1
0

0
件
以
上
の
実
施
は
6
病
院
だ
っ
た
。

病
気
ご
と
に
各
施
設
で
数
多
く
こ
な

す
治
療
は
異
な
る
。
特
警
と
ら
え
て

受
診
し
た
い
。
　
　
（
米
山
衆
彦
）

大
塚
製
薬
工
場
（
本
社
・
徳

∵－‥山一

セ
ル
に
封
入
し
て
移
植
す
る
臨

床
研
究
を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
患

者
4
人
に
実
施
し
、
全
員
の
血

相
を
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
ひ
同
社
は
実
用
化
に

向
け
日
米
で
研
究
開
発
を
進
め

る
計
画
で
、
大
阪
市
で
開
か
れ

た
日
本
再
生
医
療
学
会
で
発
表

した。臨
床
研
究
を
実
施
し
た
の

は
、
同
社
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

大
塚
製
薬
工
場
地
に
設
立
し
た
合
弁
会
社
。

象
喝
膵
臓
に
あ
る
膵
畠
の

ド
の
バ
イ
オ

ン
チ
ャ
1
と

≪
Y
喝
短
日
U

健
康
。
医
療
棚

？
∴
∵

胞
が
破
壊
さ
れ
、
血
糖
を
下

る
働
き
の
あ
る
イ
ン
ス
リ
ン

分
泌
で
き
な
い
1
型
糖
尿
病

患
者
。
通
常
、
イ
ン
ス
リ
ン

注
射
す
る
治
療
が
行
わ
れ

が
、
響
過
ぎ
る
と
、
低
血

で
急
増
障
密
を
引
き
寧
音

険
が
あ
る
。

国
内
で
は
、
人
の
脳
死
温

習
か
ら
の
膵
島
の
移
植
も
行

れ
て
い
る
が
、
提
供
者
不
足

菜
摘
は
年
数
件
に
と
ど
ま
為

合
弁
会
社
唱
豚
の
膵
鼠

ミ「＼るわにだベ

分
泌
さ
れ
る
イ
ン

浩
や
機
能
が
人
と

あ
る
こ
と
に
着
目

深
な
環
境
で
飼
育
し
た
厭

に
生
ま
れ
た
子
供
の
豚
の

か
ら
採
取
し
た
膵
島
を
眉

・
5
㍉
の
特
殊
な
素
材
の

セ
ル
で
覆
い
、
免
疫
拒
諭

を
起
こ
さ
ず
、
イ
ン
ス
‖
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ツカザキ病院（姫路市）

田淵仁志・眼科主任部長

年
齢
問
わ
ず
毎
年
受
診
を

各
医
療
機
関
の
治
療
実
績
を
紆
介
す
る
「
病

院
の
実
力
は
今
回
、
「
眼
科
」
に
つ
い
て
取
り

上
げ
る
。
県
内
有
数
の
眼
科
手
術
件
数
を
誇
る

姫
路
市
の
ツ
カ
ザ
キ
病
院
の
田
淵
仁
志
・
眼
科

主
任
部
長
（
亜
）
に
、
白
内
障
や
網
膜
剥
離
な
ど

の
治
療
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。
（
新
田
修
）

二

　

」

」

。

占

「
気
軽
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
す
田
淵

主
任
部
長
（
姫
路
市
の
ツ
カ
サ
キ
病
院
で
）

眼
球
の
内
部
を
満
た
し
て
い

る
ゲ
ル
状
の
撃
蒜
の
手
術

は
、
2
0
分
か
ら
2
時
間
程
度
と

症
状
や
そ
の
程
度
に
よ
っ
て
幅

が
あ
り
ま
す
。
日
帰
り
手
術
も

可
能
で
す
が
、
難
治
性
の
場
合

は
高
度
な
技
術
と
入
院
が
必
要

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

白
内
障
は
、
当
院
の
眼
科
を

受
診
す
る
患
者
の
中
で
最
も
人

数
が
多
く
、
全
休
の
6
割
ほ
ど

を
占
め
て
い
ま
す
。
眼
球
の
レ

ン
ズ
に
あ
た
る
水
晶
体
が
濁
る

白
内
障
は
老
化
が
大
き
く
影
響

す
る
た
め
、
誰
も
が
な
り
得
ま

す。

そ
の
治
療
で
近
年
、
力
を
入

れ
て
い
る
の
は
「
多
焦
点
レ
ン

ズ
」
の
使
用
で
す
。
従
来
の
単

焦
点
レ
ン
ズ
は
ピ
ン
ト
が
合
う

範
囲
が
1
点
で
、
治
療
後
は
眼

鏡
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
多
焦
点

レ
ン
ズ
で
は
、
8
割
の
人
が
術

後
、
遠
く
を
見
る
時
も
、
近
く

を
見
る
時
も
眼
鏡
不
要
の
生
活

を
送
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
多
焦
点
レ
ン
ズ
は

夜
間
や
薄
暗
い
と
こ
ろ
で
の
視

力
は
悪
い
た
め
、
職
業
や
生
活

ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
向
き
、
不

向
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

医
師
と
の
慎
重
な
相
談
が
必
要

です。視
神
経
の
障
害
で
視
野
が
狭

く
な
る
緑
内
障
の
治
療
は
、
特

殊
な
手
術
技
術
が
要
求
さ
れ
、

特
に
手
術
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
難

し
い
決
定
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
早
期
発
見
に
は
、
高
度
な
診

断
能
力
、
設
備
が
必
要
で
す
の

で
、
色
々
と
心
配
が
あ
る
方
は

複
数
の
医
師
に
意
見
を
聞
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

網
膜
剥
離
で
、
眼
球
の
外
側

か
ら
剥
が
れ
た
網
膜
を
密
着
さ

せ
る
強
膜
内
臨
手
術
は
、
若
い

患
者
に
よ
く
行
わ
れ
ま
す
。
学

生
の
患
者
も
多
い
た
め
、
入
院

期
間
は
生
活
習
慣
に
応
じ
て
3

日
～
2
週
間
ほ
ど
を
選
択
し
ま

す
。
し
か
し
、
手
術
後
半
年
ほ

ど
は
、
激
し
い
運
動
を
避
け
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

糖
尿
病
は
重
症
化
す
る
と
、

網
膜
か
ら
硝
子
体
内
に
出
血
し

ま
す
。
糖
尿
病
予
防
に
は
定
期

的
な
診
断
が
不
可
欠
で
す
。
若

年
性
だ
と
進
行
も
早
い
の
で
、

年
齢
に
関
係
な
く
年
に
1
度
は

眼
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

目
の
病
気
は
、
他
人
に
は
気

づ
い
て
も
ら
え
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
、
痛
み
や
悩
み
を
一
人
で

抱
え
込
み
が
ち
。
当
院
の
眼
科

で
は
、
全
て
の
医
師
が
専
門
分

野
を
持
っ
て
お
り
、
き
め
細
か

く
対
応
で
き
ま
す
。
少
し
で
も

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
気
軽

に
受
診
し
て
み
ま
し
ょ
う
。


